
団体概要 
【名称】 
ダウン症児者・自閉症児者・親きょうだいの 
ワクワクレスリング教室  
     

【代表】  
太田拓弥（早稲田大学レスリング部コーチ  
'９６アトランタ五輪７４kg 級銅メダリスト） 

 
【活動場所】 

早稲田大学早稲田キャンパス１７号館 
地下２階レスリング場 
〒１６９－８０５０  
東京都新宿区西早稲田１－６－１ 

 
【事務所】 
〒 １６２－００２３  
杉並区上井草３－３２－６伊地知ビル２F 
ＮＰＯ法人 WASEDA CLUB  
レスリング・ディビジョン 
TEL０３－３３０１－５９３０    
FAX０３－３３０１－５９２０ 

 
【設立日】 ２００５年７月２日 
 

代表者の言葉         太田 拓弥         
みなさん、こんにちは。主催者を代表いたしま

して、一言ご挨拶申し上げます。 
初めにこの教室の立ち上げた経緯について、お

話したいと思います。私は、今から約４年前に日

本テレビで放送された松田聖子さん主演の「たっ

たひとつの宝物」という実際にあった話をテレビ

化されたもの見て、大変感動しました。その内容

は、ダウン症といった、障害を持って産まれた子

供を懸命に支える両親の生き方を綴ったドラマで

ありました。 
このテレビを見終わった時に、ふと、ダウン症

の子供達に「レスリングをやらせてみたい」と思

うようになりました。しかし、ダウン症の障害に

ついて色々調べていると、先天的に頚椎が弱く、

さまざまな障害を多く持っている事を知り、愕然

としましたが、レスリングという競技を教える教

室ではなく、身体を動かす、エアロビクス的な教

室であれば、問題はないであろうと考え、日本ダ

ウン症協会会報に参加の告知をしてもらうなど、

参加者を集め、２００６年７月この教室は早稲田

大学レスリング場で産声をあげました。第１回教

室では、参加者６名と少なかったものの、現在は

３４名が在籍しております。 
立ち上げ当初は、私も初めての体験で、色々な

面で戸惑うこともありましたが、子供達の笑顔に、

本当に支えられました。とにかくダウン症の子供

達は、元気で明るく、何よりも人なつこい性格で

あります。教室では、毎回笑わせてもらい、私自

身も楽しみながら指導にあたっています。 
教室を立ち上げ３年になり、こういった教室を

全国的に普及しようということとなり、一昨年は

京都八幡高校で開講し、昨年９月に京都チームと

の岐阜県高山で交流戦を行うまでになりました

（もちろんレスリングでの対戦です）。今後は、全

国的に教室を普及させていきたいと思っています。 
そして、最終的には、スペシャルオリンピック

スで正式種目として採用される事を、夢ではなく、

目標として、今後も普及していきたいと思います。 

 
※レスリングは決して危険なスポーツではありません。  

当教室ではダウン症児の頚椎の不安定性に考慮し、

ウォーミングアップ、準備体操をしっかり行い、マッ

ト運動、縄跳び、バランス練習、遊びの要素のあるト

レーニングを中心に練習しています。また、レスリン

グは関節や筋力の強化、持久力・バランス感覚などの

総合的な体力が養え、護身的な技術の習得も可能です。 

（２００８年７月） 


